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１． はじめに 

本研究では,遠隔購買支援システムを用いた遠

隔買い物において人々がどのような相互行為を行

っているかを分析する. 

２．先行研究 

2.1 F 陣形と O 空間 

F 陣形(図 1)は,アダム・ケンドンが定義した概

念であり,「2 人あるいは少数の個人が,会話のよう

なある焦点化された相互行為に入っていくときに

生じる」空間における身体配置のことである.人々

は,対面的相互行為を行う際,共同作業空間である

O 空間を維持するために F 陣形を形成する[1]. 

 

図 1 F 陣形と O 空間 

2.2 遠隔作業支援システムにおける作業視点と文

脈提供視点 

ゲイバーらは日常の対面的相互行為と同様に遠

隔作業支援システムにおいても,遠隔側は作業側

がどのような作業をしているかをとらえる作業視

点だけではなく作業環境をとらえる文脈提供視点

が必要であることを複数のビデオカメラとディス

プレイを用いたMTV実験で指摘している. しかし，

移動作業をともなう遠隔作業においては，作業側

の人々やモノによって作業者や作業対象が遮蔽さ

れ,文脈提供視点を十分に利用できないという問

題が生まれる.この問題を解決するために山崎ら

は遠隔操作用の移動ロボットを用いて指示を行う

というシステムを提案した[2]． 

2.3 遠隔作業支援システムにおける複数視点と音

声の位置 

小松らは,研究の中で,作業の文脈提供視点を適

切に提供するだけではなく,移動しながら活動す

ることが可能であり,遠隔側の指示者と作業者た

ちの双方に負担をかけない遠隔作業支援システム

を目指している.この実験から「音声の出力される

位置が,人間の行動形成に大きく関わっている,ま

た音声の出力位置によって作業者が自らの身体や

道具を自然に配置していること」が分かり,音声の

位置が人間の行動形成に関わることが示されてい

る[3]. 

３．使用する実験データ 

今回の研究では,埼玉大学で行われた遠隔買い

物実験のデータを分析し,遠隔購買支援システム

を使った遠隔買い物においてどのような相互行為

が行われているかを詳細に分析する. 

3.1 実験設定 

この実験では、買い物カートに 360°撮影可能な
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全天球カメラを設置している.遠隔側はコントロ

ーラーを用いて様々な角度で切り抜かれた映像を

拡大・縮小して見ることができ,現地側の作業者は

スマートフォンで遠隔者と会話が可能である.ま

た,この実験では,遠隔側が見ている映像をスマー

トフォンで確認ができるようになっており,作業

者がスマートフォンで映像を確認できるグループ

とそうでないグループを設定し実験を行っている. 

 

図 2 実験風景 

４．分析結果 

4.1 F 陣形の形成 

データを分析する中で,ロボットカートと現地

側の作業者によって自然に F 陣形が形成されてい

る場面が見られた. 

          

図 3 現地側の様子      図 4 F 陣形の形成 

F 陣形を自然に形成することで作業者の作業領

域と全天球カメラの視野が重なりロボットカート

と作業者によって O 空間が創出され(図 4),円滑な

購買行為が行うことができていると考えられる. 

4.3 作業者が遠隔側の見ている映像を把握できる

ことによる影響 

実験の中で作業者が遠隔側の見ている映像を把

握できるかどうかによって確認のシークエンスの

数が変わることが分かった. 

 

表 1 映像について現地側の作業者が確認した数 

実際に,実験データの中での確認の回数を比較し

てみると,作業者が遠隔側の見ている映像を把握

できる場合は,そうでない場合に比べ,遠隔側に対

する映像を見ることができているかを確認する数

が同等またはそれ以下になっていることが分かる

(表 1). 

また,実験の中で,現地側の作業者の身体が商品

に被り,遠隔側が商品を見ることができない場面

が見られた(図 5). 

         

図 5 遠隔側の映像   図 6 現地側の様子 

これは、現地側の作業者が遠隔側にどのように映

っているかが分からないため買い物カートと商品

の間に身体を配置してしまい(図 6)遠隔側から見

た際に商品と現地側の作業者の身体が被るという

問題が起きていると考えられる.実際に,遠隔側が

見ている映像を確認できる場合にはカメラに対し

被らないように現地側の作業者がカメラの映像を

確認しながら身体配置を行っていた. 

このことから現地側の作業者に遠隔側がどのよ

うな映像を見ているかをフィードバックすること

によってより円滑な購買行為が行われると考えら

れる. 
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